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夏߸議会だより ふくつ
明日を思う。 暮らしを思う。明日を思う。 暮らしを思う。
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田
井
中
さ
ん
　
こ
こ
は
高
଎
道
路

に
近
く
、
国
道
３
号
線
が
あ
り
ま

す
。鉄
道
も
あ
り
、交
通
の
ศ
が
良

い
の
で
、
観
光
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
す
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
誘
致
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
や
ړ
業

に
関
わ
る
事
業
者
の
方
ʑ
が
、
流

通
さ
せ
て
ൢ
路
拡
大
す
る
こ
と

で
、
特
産
品
を
̥
Ｒ
で
き
る
し
、

人
口
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

છ
໼
さ
ん
　
私
は
こ
れ
か
ら
も
福

津
に
住
ん
で
、
教
育
関
係
の
仕
事

を
し
て
福
中
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
教
育
施
設
の
設
備
の

充
実
や
、
子
育
て
世
代
へ
の
取
り

組
み
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
中
学
生
が
子
育
て
世
代

や
高
齢
者
に
関
わ
る
取
り
組
み
が

増
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

େ
լ
さ
ん
　
市
内
の
学
校
を
も
っ

と
ָ
し
い
場
所
に
し
た
い
で
す
。

ϋ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
、
自
分
た
ち
で

考
え
た
イ
ϕ
ン
ト
を
増
や
し
、
皆

で
つ
く
る
こ
と
で
、
学
校
っ
て
ָ

し
い
ん
だ
、
と
思
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
学
校
を
も
っ
と
޷
き
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
خ
し
い
で
す
。

　
も
し
も
自
分
が
市
長
だ
っ
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い

か
ޠ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

田
井
中
さ
ん
　
ത
多
や
ଠ
࠻
෎
み

た
い
に
、「
福
Ԭ
県
と
言
え
ば
福

津
」
と
言
わ
れ
る
市
に
し
た
い
で

す
。福
津
市
は
真
ୄ
が
有
名
だ
し
、

お
米
や
野
ࡊ
な
ど
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
の
あ
る
特
産
品
を
作
り
、

観
光
٬
を
増
や
し
た
い
で
す
。

છ
໼
さ
ん
　
福
津
は
子
ど
も
が
多

い
の
で
、
子
ど
も
が
思
い
っ
き
り

体
を
動
か
し
て
༡
べ
る
公
園
を
作

り
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、今
、ボ
ー

ル
༡
び
が
で
き
る
公
園
が
少
な
い

の
で
、
ボ
ー
ル
༡
び
が
で
き
る
広

い
広
場
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

େ
լ
さ
ん
　
若
者
が
多
く
集
ま

る
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
छ
目
に
な
っ

た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
す
る
場
所

が
な
く
、
公
園
で
す
る
と
ѱ
者
に

な
り
ま
す
。
໎
࿭
を
か
け
ず
に
ָ

し
め
る
場
所
を
作
り
た
い
で
す
。

生
徒
会
長
と
語
る

　
　
学
校
と
ま
ち
の
未
来

　
身
近
な
事
に
な
る

の
で
す
が
、
౦
中
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
た
い
で
す
。

෢
道
場
は
、
屋
根
裏

に
ോ
が
住
み
つ
い
て

ฅ
を
落
と
し
て
困
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に

対
策
し
た
い
で
す
。

　
大
き
な
大
会
が
開

࠵
で
き
る
よ
う
な
立

೿
な
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
を
作
り
た

い
で
す
。
市
内
、
市

外
の
若
者
が
集
ま
る

よ
う
に
な
る
と
、
ま

ち
は
も
っ
と
元
気
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
福
中
は
、
最
近
校

舎
が
新
し
く
な
っ
た

け
ど
、
体
育
館
と
෢

道
場
が
古
い
ま
ま
な

の
で
建
て
替
え
た
い

で
す
。
特
に
体
育
館

が
む
ち
Ỵ
く
ち
Ỵ
ॵ

い
の
で
、
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
た
い
で
す
。

ࢢ
಺
̏
中
ֶ
ߍ
の
ੜ
ె
会
௕
͕
議
৔
ʹ
ू
͍
ỏ
ֶ
ߍ
ͱ
ま
ͪ
の
͜
Ε
͔
Β
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ޠ
Γ
߹
͍
ま
し
ͨ
。
༧
ࢉ
の
࢓
૊

Έ
を
ֶ
ͼ
ͳ
͕
Β
ỏ
ࣗ
෼
͕
ࢢ
௕
ͩ
ỳ
ͨ
Β
Ͳ
の
Α
͏
ͳ
ະ
དྷ
を
ඳ
͘
の
͔
ߟ
͑
ͯ
΋
Β
͍
ま
し
ͨ
。
ए
͍
ࢹ
఺
͔
Β
の

ఏ
Ҋ
ʹ
ࣖ
を
܏
͚
ͯ
Έ
ま
し
Ỷ
͏
。

生
徒
会
長
と
語
る

なぜ生徒会長に？

生徒会でやってきたことは？

೥౓͸૯຿Λ͠ࡢ　
͍ͯ·͕ͨ͠ɺ͍ࢥ
௨Γͷ׆ಈ͕Ͱ͖·
ͤΜͰͨ͠ɻΑΓશ
ੜెͷ੠Λฉֶ͘ߍ
Β͔͔ͨͬͨ͠ʹߍ
ձ長ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ࣗ෼͕ࢥいඳいֶͨ
Γ͔ͨͬͨ࡞Λߍ

෱ؒ౦தֶߍ
ాҪத Ꮴथ͞ん
ͨɹɹいɹ な͔ɹɹͻΖɹ ͖

　શߍੜెͷલͰ࡞
จΛಡΉػձ͕͋
Γɺۓுͯ͠͏·͘
࿩ͤͣչ͍͠ݧܦΛ
͠ɺਓલͰ࿩ͤΔΑ
͏ʹͳΓ͔͔ͨͬͨ
ΒͰ͢ɻ

੠͕਒͑ͯ࿩ͤない
ࣗ෼Λม͔͑ͨͬͨ

　ίϛϡχςΟɾϑΣελͰ͸ɺ஍Ҭͷັྗ
ΛϢʔνϡʔόʔ෩ʹ発信ɻੜెձͰ୆ຊΛ
ಐձͱΦϯϥΠϯͰଧͪ߹ΘࣇߍΓɺখֶ࡞
ͤΛ͠ɺ์՝ޙʹ࿅शΛ͠·ͨ͠ɻ఻͍͑ͨ
ςʔϚΛද͢ݱΔۤ࿑΋͋Γ·͕ͨ͠ɺ൓ڹ
͸大͖͘ɺର࿩ͷ大੾͞ͱ΍Γ਱͛Δࣗ信Λ
ಘΒΕ·ͨ͠ɻ

஍Ҭとͭな͕Δֶͼ͕ɺࣗ৴ʹͭな͕ͬͨ

学校をどう変えたい？

੎▛ߪᧃ᧫߳のㆭᛰ⢈

もしも市長だったら…
If I were the mayor of Fukutsu City.

　จԽࡇͳͲͷ行ࣄͰʮ͜͏͍ͨ͠ʯͱ͍͏੠
͕͋ͬͯ΋ɺ͜Ε·ͰͷྲྀΕͷ··ܾ·ͬͯ͠
·͏͜ͱ͕͋Γ·͢ɻΈΜͳͷ͍ࢥΛܗʹ͢Δ
ͨΊʹɺҙݟശ΍λϒϨοτΛͨͬ࢖Ξϯέʔ
τͰҙݟΛूΊ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻू·ͬͨ
੠͸ੜెձͰ࿩͠߹͍ɺ
ઌੜͱ΋૬ஊ͠ͳ͕Βɺ
೉͍͠৔߹ʹ͸代Ҋ΋ߟ
͑ͯɺ࣮͚޲ʹݱऔΓ૊
ΜͰ͍͖·͢ɻ

ɹࠓճͷ特ूςʔϚ͸༧ࢉͰ͢ɻݶΒΕͨ༧ࢉͷதͰ
ԿΛେ੾ʹͯ͠ͲΜͳ·ͪΛͭ͘Γ͍͔ͨɻʮ΋͠΋
ࣗ෼͕ࢢ௕ͩͬͨΒʯͱͷ໰͍ʹɺੜె会௕ͨͪ͸ਅ
Ε·ͨ͠ɻԿΛͯͬ͘ޠΛ͍ࢥɺ཰௚ͳ͍߹͖޲ʹ݋
બͿ͔Ͱະདྷ͸มΘΓ·͢ɻ議会͸༧ࢉΛͲ͏͍ͯݟ
ΔͷͰ͠ΐ͏͔ɻ࣍ทͰ঺հ͠·͢ɻ

ҙ͕޿͕ݟΔɺಈ͖ग़ֶ͢ߍ΁
校則を変えるなら？

　݈શͳ༡ͼͰ͋Ε͹τϥϯϓ΍ϘʔυήʔϜ
Λ࣋ͪࠐΈՄೳʹ͍ͨ͠Ͱ͢ɻ੍෰ͷࣗ༝౓΋
্͍͛ͨͰ͢ɻྫ͑͹ɺՆ͸ମૢ෰ͰͷొߍΛ
ͳΔ͠ɺౙ͸ϒϨβʔͷʹࡦՄ͢Δͱॵ͞ରڐ
ண୤Λࣗ༝ʹ͢Ε͹ηʔ
λʔͳͲͷ๷פணͰௐ੔
͠΍͘͢ͳΓ·͢ɻগ͠
ͷΏͱΓͰɺࣗ෼Β͘͠
ͳΔͱʹ׆ੜߍֶָ͍͠
ɻ͢·͍ࢥ

খ͞なࣗ༝Ͱɺࣗ෼Β͘͠աͤ͝Δֶߍʹ

෱ؒதֶߍ
છ໼ ૵͞ん
ͦΊɹ��΍ɹɹ͓͋い

Ε͞ࢭې಺Ͱɺߍ　
͍ͯΔτϥϯϓΛ͠
ౖ͍ͯͯΒΕͨͱ͖
ʹɺઌੜ͔ΒݴΘΕ
ଇΛߍ༿Ͱ͢ɻݴͨ
ม͑ΒΕΔͱ஌Γɺ
ձ長ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ੜె会௕ʹなͬͯߍ
ଇΛม͑ͨΒʁ

௡԰࡚தֶߍ
େլ ඩխ͞ん
͓͓ɹ ͕ɹɹ とΒɹ·͞

福
津
を
ど
ん
な

ま
ち
に
し
た
い
？

何
に
力
を
入
れ
て

予
算
を
使
い
た
い
？

思
い
描
く
未
来
の
私
、

未
来
の
福
津
の

カ
タ
チ
は
？

生
徒
会
長
た
ち
の

市
へ
の
思
い

の
で
す
が
、
౦
中
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
た
い
で
す
。

෢
道
場
は
、
屋
根
裏

に
ോ
が
住
み
つ
い
て

ฅ
を
落
と
し
て
困
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
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議会の１７の視点新市長が掲げる令和７年度予算は市民の期待に応えられる
のか。予算審査特別委員会でこう分析しました。

財　政

まちづくり自主財源

子ども・教育介護･福祉

安全・安心農業

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
等
財
政
の
硬
直
化
が
進
行

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
ల
開
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
税
収
や
地
方
交
付
税
等
の
経
常
一
般
財
源
の
確

保
が
必
要
と
考
え
る
。

∁
ࢁ

ݡ
ೋ
委
員

市
債
発
行
額
は
前
年
度
決
算
見
込
と
比
較
し
て
40
％
増

　
今
年
度
の
予
算
は
、
市
債
残
高
が
増
加
し
て
い
る
。
経
常

収
支
比
率
も
増
加
し
、
今
後
の
財
政
運
営
に
஫
視
が
必
要
と

考
え
る
。

ถ
ࢁ

৴
委
員

減
税
し
た
場
合
の
調
査
研
究
を
行
う
事
業
を
注
視

　
市
民
税
の
５
％
減
税
を
実
施
し
た
場
合
、
財
政
へ
の
影
響

や
制
度
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
助
言
を
得
な
が
ら

行
う
調
査
研
究
を
஫
視
。

ӿ
本

ത
委
員

基
金
残
高
は
87
億
円
、
債
券
割
合
が
更
に
増
加

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
の
基
金
残
高
は
減
少
。
現
༬

金
の
割
合
は
更
に
減
少
し
、
今
後
の
基
金
取
่
し
や
緊
急
時

対
応
に
懸
念
が
残
る
。

ࢁ
本

༞
平
委
員

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
注
目

　
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
個
人
と
団
体
を
つ

な
͗
応
援
す
る
事
業
で
、
新
た
な
可
能
性
を
創
り
出
し
着
実

に
実
੷
を
重
ね
て
い
る
。

౾
田

༏
子
委
員

地
域
の
魅
力
活
性
化
事
業
に
期
待

　
観
光
振
興
事
業
の
強
化
で
観
光
入
込
٬
数
の
増
加
を
。
ઓ

ུ
的
̥
Ｒ
活
動
に
よ
る
来
๚
者
の
市
内
଺
在
時
間
と
観
光
消

費
の
拡
大
に
期
待
。

井
ख
ޱ

஧
৴
委
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
委
託
料
１
０
０
万
円
を
注
視

　
寄
ෟ
企
業
へ
の
経
済
的
見
ฦ
り
は
ې
止
。
企
業
と
自
治
体

の
不
正
常
な
関
係
を
生
じ
か
ね
な
い
。
現
に
、
福
ౡ
県
で
発

生
。
今
後
の
推
移
を
஫
視
。

戸
田

進
一
委
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
に
期
待

　
今
年
度
か
ら
業
務
委
託
料
１
０
０
万
円
を
計
上
。
多
く
の

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
寄
ෟ
額
増
と
、
福
津
市
の

認
知
度
向
上
に
期
待
。

େ
ࢁ

隆
೭
委
員

教
育
総
合
計
画
等
の
策
定
委
託
料
４
０
７
万
円
に
注
目

　
現
教
育
総
合
計
画
は
、
教
育
大
ߝ
と
共
に
約
６
万
円
で
策

定
。
今
回
は
約
４
０
０
万
円
増
で
外
部
委
託
。
市
民
意
見
の

反
ө
等
、
そ
の
成
果
を
஫
視
。

ࠤ
ഢ

美
保
委
員

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
補
助
事
業
に
期
待

　
こ
ど
も
食
ಊ
、
์
課
後
の
ࣉ
子
屋
な
ど
、
ډ
場
所
の
立
ち

上
げ
に
補
助
事
業
を
実
施
。
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
ډ
場
所
の
充
実
に
期
待
。

ੴ
田

ま
な
み
委
員

通
学
路
交
通
安
全
対
策
事
業
に
注
目

　
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
校
区
選
୒
制
に
応
じ
た
安
全
対

策
予
算
。
地
域
と
協
議
し
、
通
学
実
情
に
合
っ
た
対
策
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

中
ଜ

ܙ
ี
委
員

地
域
密
着
型
施
設
等
の
今
後
の
整
備
計
画
に
期
待

　
認
知
症
施
策
充
実
の
た
め
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
、
؃
護
小
規
模
多
機
能
型
介
護
事
業
所
（
カ
ン
タ

キ
）
の
ૣ
期
整
備
に
期
待
。

中
ଜ

থ
代
委
員

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
更
新
事
業
を
注
視

　
肉
付
け
予
算
で
３
０
５
０
万
円
を
計
上
。
道
路
や
橋
梁
の

維
持
管
理
に
は
、
ല
大
な
事
業
費
が
必
要
に
な
る
。
優
先
順

位
を
஫
視
し
た
い
。

૔
ݩ

හ
ಙ
委
員

消
防
自
動
車
購
入
事
業
の
更
新
の
根
拠
に
疑
問

　
市
民
の
安
全
安
心
の
実
現
に
は
消
防
自
動
車
は
ܽ
か
せ
な

い
。
経
年
ྼ
化
対
応
で
、
配
備
後
ùý
年
で
更
新
し
て
い
る
。

更
新
期
間
を
見
直
し
て
は
。

ਇ

ߒ
委
員

令
和
９
年
度
開
校
予
定
新
設
小
学
校
建
設
費
に
注
目

　
過
大
規
模
校
؇
和
策
で
新
設
小
学
校
建
設
に
係
る
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域
の
安
全
性
確
保
に
も
஫
視

す
る
。

ؠ
Լ

豊
委
員

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
様
々
な
施
策
に
期
待

　
ງ
切
ඉ
門
改
修
、
農
道
整
備
、
た
め
஑
整
備
等
維
持
管
理

の
予
算
化
や
、
他
の
農
業
補
助
金
も
含
め
、
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
す
施
策
に
期
待
す
る
。

ඌ
島

෢
߂
委
員

新
市
長
の
本
気
度
が
見
え

る
政
策
的
予
算
を
注
視

　
３
月
の
骨
格
予
算
に
肉
付

け
予
算
が
加
わ
り
本
予
算
を

可
決
し
た
。
各
事
業
の
課
題

と
期
待
さ
れ
る
成
果
を
஫
視

し
な
が
ら
、
今
後
も
監
視
し

て
い
く
。中

ଜ

ਗ਼
隆
委
員
長

福津の未来を
令和７年度一般会計予算

３０２億３２
つくる
（骨格・肉付け）

１６万円

予算は未来への選択肢特集

4議会だより  ふくつ5 議会だより  ふくつ



本
会
で
の
発
議

【
意
見
書
】

「
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の

保
障
と
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
確
実
な
推
進
」を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者

石
田

ま
な
み

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
討
論

　
　
　

過
大
規
模
校
や
教
員
不
足

等
、
市
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
意

見
書
は
提
出
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　

本
市
の
過
大
規
模
校
の
状

況
や
全
国
的
な
教
員
不
足
に
対
し
、

国
が
予
算
等
を
増
や
し
改
善
す
る

こ
と
が
、
本
市
の
課
題
解
決
に
向

け
た
土
台
と
な
り
、
子
ど
も
の
学

び
育
つ
権
利
の
保
障
に
繋
が
る
。

【
意
見
書
】

物
価
高
騰
か
ら
国
民
生
活
を
守
る

た
め
、
緊
急
に
消
費
税
減
税
を
行

う
よ
う
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

提
出
者

岩
下

豊

賛
成
多
数
で
可
決

【
意
見
書
】

家
族
従
業
者
の
働
き
分
を
経
費
と

し
て
認
め
な
い
所
得
税
法
第
56
条

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て提

出
者

戸
田

進
一

賛
成
多
数
で
可
決

【
特
別
委
員
会
の
設
置
】

基
金
運
用
に
お
け
る
債
券
の
含
み

損
問
題
に
関
す
る
調
査
の
た
め
特

別
委
員
会（
１
０
０
条
委
員
会
）を

設
置
す
る
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

賛
成
少
数
で
否
決

提
出
者

山
本

祐
平

目
的基

金
運
用
に
お
け
る
法
令
順
守

の
有
無
お
よ
び
内
部
統
制
機
能
の

確
認

理
由基

金
で
保
有
し
て
い
る
約
þù
億

円
の
債
券
に
ùú
億
円
の
含
み
損
が

生
じ
た
こ
と
に
関
し
、
一
般
質
問

や
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調

査
を
行
っ
た
が
、
不
明
な
点
が
多

く
、
今
後
の
再
発
防
止
と
市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
う
え
で
原

因
究
明
が
必
須
の
た
め
、
調
査
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
。

主
な
討
論

　
　
　

市
は
第
三
者
委
員
会
を
視

野
に
入
れ
た
調
査
実
施
の
予
算
を

計
上
し
て
お
り
、
百
条
と
合
わ
せ

る
と
二
重
の
費
用
が
か
か
る
。
市

の
調
査
結
果
を
待
っ
て
考
え
る
べ

き
。
百
条
は
非
常
に
重
た
い
も
の
。

明
確
に
法
律
違
反
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
過
去
の
調
査
よ
り
改
善

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
や
他
の

施
策
の
充
実
を
考
え
る
べ
き
。

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会
の
報
告

書
で
、
今
後
の
現
金
確
保
に
懸
念

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、

必
要
な
事
業
の
削
減
・
先
送
り
の

可
能
性
が
あ
り
重
大
問
題
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
間
、
市
の
関
係

法
令
等
に
違
反
し
た
基
金
運
用
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
本
原
因
は

不
明
の
ま
ま
。
今
後
の
再
発
防
止

を
講
じ
る
う
え
で
、
議
会
の
責
任

で
原
因
の
究
明
が
必
要
と
考
え
る
。

議案等が議会に提出されて
から議決されるまでの審議・
審査の内容を報告します。

議案審議

６月
定例会

【
一
般
会
計
】補
正
予
算	

肉
付
け
予

算


で
６
億
７
７
８
８
万
円
を
追
加

し
、
総
額
３
０
２
億
３
２
１
６
万

円
と
な
っ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
内
容
と
質
疑

令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
　

今
年
度
の
予
算
編
成
は
経
常

収
支
比
率
が
Āÿ
・
３
％
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
と
今
後
の
財

政
運
営
に
関
わ
る
影
響
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
経
常
収
支

比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
と
財

政
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

人
件
費
、
扶
助
費
の
増
加
を

万
円
に
増
額
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　

毛
布
１
５
０
万
円
分
を
主
と

し
て
、
ほ
か
に
は
ア
ル
フ
ァ
化
米

５
品
目
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
白
が

ゆ
、
粉
ミ
ル
ク
等
の
期
限
切
れ
分

の
入
れ
替
え
の
た
め
で
あ
る
。

小
学
校
校
舎
施
設
整
備
事
業
費

５
２
１
６
万
円

津
屋
崎
小
学
校
校
舎
の
照
明
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
な
ど
の
費
用

　
　
校
舎
内
の
設
置
場
所
は
。

　
　
体
育
館
、
プ
ー
ル
は
実
施
済
。

校
舎
と
倉
庫
等
に
設
置
す
る
。

予
算
に
対
す
る
主
な
討
論

　
　
　

行
革
に
よ
る
事
務
処
理
を

効
率
化
し
た
ゆ
え
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
懸
念
。
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

企
業
と
の
不
正
常
な
関
係
の
構
築

を
懸
念
。
新
設
校
周
辺
の
道
路
測

量
調
査
設
計
委
託
料
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
。
以
上
の
理
由
か
ら
反

対
と
す
る
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
修
正
案

賛
成
少
数
で
否
決

行
政
経
営
推
進
事
業
費
に
対
し
、

減
税
し
た
場
合
の
財
源
補
填
の
説

明
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
成
功

例
の
自
治
体
と
規
模
が
違
う
こ
と

か
ら
、
事
業
費
ùÿ
万
円
分
を
削
減

す
る
修
正
案
を
提
出
。

報
配
信
を
で
き
る
よ
う
に
、
消
防

庁
が
シ
ス
テ
ム
更
新
を
す
る
た
め
、

受
信
機
を
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

河
川
維
持
管
理
事
業
費

河
川
の
護
岸
改
良
工
事
、
浚
渫

工
事
を
実
施
す
る
費
用３

２
０
０
万
円

　
　
予
定
の
３
河
川
は
ど
こ
か
。

　
　

奴
山
川
、
桜
川
の
上
流
。
さ

ら
に
、
桜
川
か
ら
堆
積
物
が
流
入

し
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
線
沿
い
に
あ
る

小
竹
川
の
護
岸
工
事
と
浚
渫
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
事
業
費

災
害
に
備
え
る
た
め
の
非
常
用

備
品
の
新
規
購
入
お
よ
び
更
新
を

行
う
費
用

２
５
０
万
円

　
　
防
災
事
業
の
消
耗
品
予
算
が
、

昨
年
Āú
万
円
か
ら
本
年
度
２
５
０

「
家
族
従
業
者
の
働
き
分
を
経
費

と
し
て
認
め
な
い
所
得
税
法
第
56

条
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
の
請
願

賛
成
多
数
で
可
決

主
な
意
見

　
　
　

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
の
見
直
し
勧
告
や
憲
法
øú
条
と

照
ら
し
て
も
同
法
第

üý
条
は
不
平
等
で
あ

り
見
直
す
べ
き
。

税
条
例
を
改
正

賛
成
多
数
で
可
決

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

加
熱
式
た
ば
こ
と
紙
巻
き
た
ば
こ

を
同
一
の
扱
い
と
す
る
等
の
改
正

を
行
う
。

主
な
質
疑

　
　
加
熱
式
た
ば
こ
は
値
上
げ
か
。

　
　
紙
巻
た
ば
こ
と
の

税
負
担
差
を
解
消
す
る

た
め
値
上
げ
と
な
る
。

見
込
ん
で
い
て
、
経
常
収
支
比
率

が
こ
の
よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い

る
。
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
の

状
態
と
は
、
経
常
一
般
財
源
と
経

常
経
費
が
同
額
に
な
る
の
で
、
経

常
一
般
財
源
の
全
額
を
経
常
事
業

の
み
に
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
政
策
的
な
事
業
の
推
進
に

当
た
っ
て
財
源
確
保
は
何
ら
か
の

手
当
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
る
。

地
域
交
通
体
系
整
備
事
業
費

ø÷
月
か
ら
西
鉄
バ
ス
が
津
屋
崎

～
勝
浦
エ
リ
ア
の
運
行
を
廃
止
す

る
。
交
通
網
維
持
の
た
め
に
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
費
用

６
３
０
万
円

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
が
定

員
を
超
え
、
乗
車
で
き
な
い
場
合

は
、
福
津
ミ
ニ
バ
ス
と
同
様
に
、

タ
ク
シ
ー
で
対
応
す
る
の
か
。

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
定
員
は
８

名
で
、
乗
車
で
き
な
か
っ
た
市
民

が
い
た
場
合
、
応
援
タ
ク
シ
ー
を

呼
ぶ
対
策
は
想
定
し
て
い
な
い
。

地
域
防
災
行
政
無
線
事
業
費

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機
１
台
分
お

よ
び
地
域
防
災
行
政
無
線
の
バ
ッ

テ
リ
ー
øù
局
分
の
交
換
費
用

３
６
０
万
円

　
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
機
設
置
工

事
費
は
、
老
朽
化
等
の
理
由
か
。

　
　

地
域
単
位
で
細
分
化
し
た
情

઒ࡩ༧ఆ͞Ε͍ͯΔ͕ࣄ޻؛ޢ˛

反
対

総
務
文
教
委員会

賛
成

ใࠂॻ͸ͪ͜Βใࠂॻ͸ͪ͜Β

市
民
福
祉
委員会

反
対

賛
成

反
対

賛
成

《
教
育
委
員
会
委
員
》

農の
う
ざ
き﨑

隆た
か

子こ

さ
ん

任
期

令
和
７
年
６
月
øø
日
～

　
　
　
令
和
øø
年
６
月
ø÷
日

人
事
案
件
に
同
意

《
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
》

嶋し
ま

田だ

久く

み

こ
美
子
さ
ん

平ひ
ら
し
ま島

美み

よ代
さ
ん

福ふ
く

田だ

慶け
い

子こ

さ
ん

溝み
ぞ

邉べ

秀ひ
で
な
り成

さ
ん

《
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充

員
》

田た

中な
か

英ひ
で
と
も智

さ
ん

井い
の
う
え上

美み

ゆ

き
由
紀
さ
ん

橋は
し
う
ち内

京き
ょ
う

子こ

さ
ん

赤あ
か

間ま

正ま
さ
た
か孝

さ
ん

任
期

令
和
７
年
６
月
８
日
～

　
　
　
令
和
øø
年
６
月
７
日

選
挙

ެ։͠·͢ɻみんなのࢍ੒と൓ର
結

果

議　員　名

案　件

大
山

隆
之

中
村

恵
輔

山
本

祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元

敏
徳

佐
伯

美
保

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村

晶
代

尾
島

武
弘

豆
田

優
子

戸
田

進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村

清
隆

髙
山

賢
二

６月定例会

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

同意 教育委員会委員の任命への同意（農﨑　隆子さん） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採択 「家族従業者の働き分を経費として認めない所得税法第56条の見直しを求める意見
書」提出の請願 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ●

可決 税条例を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 「子どもたちの豊かな学びの保障と、学校における働き方改革の確実な推進」を求める
意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 物価高騰から国民生活を守るため、緊急に消費税減税を行うよう求める意見書の提出 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

否決 基金運用における債券の含み損問題に関する調査のため特別委員会を設置する決議の
提出 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

可決 家族従業者の働き分を経費として認めない所得税法第56条の見直しを求める意見書
の提出 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ●

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権
௠৘ ࠴ͷۚج˗ ʢ݊࠴ࠃɾࣾ࠴ʣӡ༻ʹ͓͍ͯ発ੜؚͨ͠Έଛʢ໿��ԯԁʣʹ ͍ͭͯͷਅ૬໌ڀʹ͍ͭͯʗখᖒ　จ෉͞Μ

݄̒ ఆྫ会

予
算
審
査（
肉
付
け
）
特別
委員会
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国
の
文
化
財
が
点
在
し

て
い
る
津
屋
崎
地
区
の
魅
力

を
保
全
す
る
具
体
策
は
。
ま

た
、
町
並
み
や
海
岸
を
含
め

た
こ
の
地
区
の
保
全
と
活
用

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

都
市
計
画
と
し
て
は
、

景
観
計
画
の
基
準
に
沿
っ
て

町
並
み
を
保
全
す
る
。
観
光

と
し
て
は
、
古
い
町
並
み
や

食
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

し
続
け
る
。
文
化
財
の
保
全

に
つ
い
て
は
、
市
民
意
識
の

醸
成
や
国
・
県
の
意
向
等
も

踏
ま
え
、
決
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
を
含
め
、
持
ち
主

と
の
対
話
や
住
民
ニ
ー
ズ
な

ど
を
捉
え
た
上
で
、
保
全
と

活
用
を
し
て
い
き
た
い
。
海

岸
部
分
に
つ
い
て
は
、
観
光

あ
る
い
は
企
業
誘
致
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

髙山 賢二 議長

今回は
6会派でした

今回は
9人でした

長ͷॴ信ද໌ʹରͯ͠ɺࢢ
֤ձ೿ͷ代ද͕૯ׅͯ͠
࣭ٙΛ͠·ͨ͠ɻ

議員͕ࢢ長΍ڭҭ委員ձͳͲʹର͠
ͯɺࢢ੓શൠͷࣥ行ঢ়گ΍ํ਑౳Λ
໰͏ͨΓɺઆ໌ΛٻΊͨΓ͠·ͨ͠ɻ

総括質疑

一般質問

宮
司
地
区
に
建
設
中
の

新
設
小
学
校
は
、
通
学
路
等

の
整
備
も
含
め
、
令
和
９
年

４
月
開
校
が
遅
れ
る
こ
と
は

な
い
か
。
ま
た
、
新
設
小
学

校
の
学
校
名
や
校
歌
等
は
、

開
校
準
備
委
員
会
の
中
で
考

え
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

宮
司
地
区
の
新
設
小
学

校
は
、
令
和
９
年
２
月
の
完

成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て

い
る
。通
学
路
に
関
し
て
は
、

安
全
設
備
等
の
整
備
を
こ
れ

か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
現
在
、
令
和
９
年

４
月
開
校
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

開
校
準
備
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
新
設
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
の
保
護
者
や
、

新
設
小
学
校
に
関
わ
る
自
治

会
の
代
表
者
、
学
校
の
教
職

員
や
有
識
者
で
の
構
成
を
考

え
て
い
る
。

新設小学校建設の進捗状況は
令和９年２月の完成に向けて工事を進めている

秦 浩 議員
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福津誠和会

公
共
交
通
に
つ
い
て
は

定
時
定
路
線
を
基
本
と
し
、

同
路
線
が
行
き
届
か
な
い
地

域
に
対
し
て
は
効
率
的
な
機

能
を
有
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
令
和
何
年
度
を
目
標
に

導
入
す
る
の
か
。
ま
た
、
運

行
を
想
定
し
て
い
る
地
域
は

ど
こ
か
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

導
入
時
期
は
、
今
年
度
か
ら

計
画
期
間
が
始
ま
る
福
津
市

地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
øù
年
度
の

間
で
条
件
が
整
い
次
第
導
入

を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
で
き
れ
ば
市
長
任
期

（
令
和
ø÷
年
度
）ま
で
に
導
入

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検

討
を
今
後
進
め
て
い
く
上
で

想
定
し
て
い
る
地
域
は
、
勝

浦
、
本
木
、
舎
利
蔵
な
ど
の

エ
リ
ア
を
考
え
て
い
る
。

オンデマンド交通の導入時期と地域は
令和８年〜12年度間で勝浦、本木、舎利蔵が検討対象

尾島 武弘 議員
˛ΦϯσϚϯυަ௨͸༧
໿੍ͷʮ৐߹λΫγʔʯ

新政会

「
稼
げ
る
ま
ち
」を
め
ざ

す
と
し
て
い
る
が
、誰
が「
稼

げ
る
ま
ち
」を
つ
く
る
と
い

う
の
か
。
ま
た
、「
稼
げ
る

ま
ち
」の
目
標
数
値
や
指
標

の
設
定（
市
民
の
所
得
等
）は

し
な
い
の
か
。
さ
ら
に
地
方

公
共
団
体
は
地
方
自
治
法
で

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
」こ
と
を
目
的
と
定
め
て

い
る
。「
稼
げ
る
ま
ち
」を
法

的
に
ど
う
位
置
付
け
て
い
る

の
か
。企

業
誘
致
等
で
①
市
民

に
働
く
場
の
提
供
②
企
業
は

従
業
員
の
確
保
に
よ
る
事
業

拡
大
③
市
は
市
民
税
の
増
な

ど
、
三
者
が「
稼
げ
る
ま
ち
」

を
つ
く
る
。
目
標
数
値
、
指

標
の
設
定
は
、
今
後
設
置
の

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
す
る
。
地
方
自
治
法

第
２
条
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
市
民
の
満
足
度
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

市長の「稼げるまち」とは誰が稼ぐのか
市民、企業、市のそれぞれが 「稼げるまち」 をめざす

戸田 進一 議員
˛෱井ࢢ長͕Ί͟͢
·ͪͮ Γ͘ͱ͸ 

日本共産党

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
調
査
研
究

す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
構
成

員
は
。
ま
た
調
査
研
究
は
い

つ
か
ら
取
り
組
む
の
か
。

成
功
事
例
の
名
古
屋
市
は

自
動
車
産
業
な
ど
の
税
収
基

盤
が
あ
り
減
税
が
で
き
た
と

い
う
背
景
が
あ
る
。
ま
た
減

税
を
継
続
で
き
る
の
か
と
い

う
課
題
も
あ
る
が
、
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
な
く

て
も
検
討
で
き
る
の
で
は
。

財
政
へ
の
影
響
や
制
度

的
な
課
題
、
他
自
治
体
の
事

例
な
ど
調
査
研
究
し
て
い
く

た
め
に
経
営
企
画
部
を
中
心

に
６
月
定
例
会
が
終
了
し
た

後
、取
り
組
み
を
始
め
た
い
。

有
識
者
か
ら
制
度
面
等
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
財
政
状

況
や
地
方
債
な
ど
の
状
況
も

加
味
し
な
が
ら
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
進
め
て
い
き
た
い
。

個人・法人市民税を５％減税する根拠は
名古屋市で成果を上げている成功事例を参考にした

榎本 博 議員
Ͱຊ౰گ੓ঢ়ࡒͷࠓ˛
ʹ�ˋͷݮ੫Ͱ͖Δͷ 

みんなの声によるみんなの会

津屋崎地区の魅力保全に対する方針は
魅力を保全しながら、その魅力を発信し活用していきたい

˛ւ෩ʹ͸ͨΊ͘ችͱ
ொฒΈ豆田 優子 議員

ミモザの会

質

所
信
表
明
に「
先
行
き

が
不
透
明
で
将
来
の
予
測
が

困
難
な
時
代
に
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
行
政
需
要
に
優

先
順
位
を
つ
け
、柔
軟
に
市
政

運
営
に
取
り
組
む
」と
あ
る

が
、「
市
民
の
人
生
の
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
適
切
な
支
援
が
な

さ
れ
る
ま
ち
」と
い
う
市
長

の
理
念
は
守
ら
れ
る
の
か
。

こ
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、「
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
の
切
れ
目
な

い
伴
走
支
援
」、「
保
育
・
教

育
の
質
の
向
上
」、「
こ
ど
も

や
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
環
境
づ
く
り
」、「
生
産
年

齢
世
代
の
働
く
場
の
創
出
」、

「
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
へ
の
取
り
組
み
」な
ど
、

で
き
る
手
段
に
つ
い
て
一
つ

一
つ
考
え
た
上
で
、
市
役
所

全
体
で
よ
く
検
証
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
市
政
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
。

౴ห
人生のステージごとの支援の進め方は

足りない部分を検証し、効率・効果的な市政運営を進める

˛ϥΠϑεςʔδ͝ͱ
ʹඞཁͳࢧԉΛ中村 晶代 議員

公明党

質 質

質

質

質

骨
格
予
算
説
明
の
際
に

各
担
当
課
か
ら
事
業
の
説
明

が
無
か
っ
た
理
由
が
、
骨
格

予
算
だ
か
ら
と
い
う
事
だ
っ

た
が
、
妥
当
な
理
由
か
。

今
後
は
骨
格
予
算
で
あ
っ

て
も
、
主
要
な
事
業
の
資
料

は
提
出
す
る
と
い
う
事
で
よ

い
か
。予

算
審
査
に
必
要
な
説

明
が
出
来
て
い
な
い
と
受
け

取
ら
れ
て
い
る
事
に
対
し
て

非
常
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
審
査
に
必
要
な
説

明
は
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

例
年
、
説
明
資
料
と
し
て

提
出
し
て
お
り
、
骨
格
予
算

で
も
資
料
と
し
て
出
す
こ
と

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。
骨

格
予
算
と
肉
付
け
予
算
の
混

在
す
る
事
業
も
あ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
出
し
方
に
す
る

か
は
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

骨格予算でも各事業の説明はすべきでは
説明不足と受け取られている事に対して申し訳なく思う

山本 祐平 議員

学
校
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源

を
ど
う
使
う
か
は
重
要
。
事

業
実
施
に
は
優
先
順
位
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
命
や

健
康
、
尊
厳
に
直
結
す
る
福

間
南
小
の
ト
イ
レ
改
修
や
、

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
整

備
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

特
に
、
体
育
館
の
空
調
整
備

に
は
国
の
補
助
金
が
活
用
可

能
。
整
備
の
必
要
性
と
補
助

金
活
用
の
方
向
性
は
。

福
間
南
小
の
ト
イ
レ
は

今
後
改
修
を
検
討
中
。
過
大

規
模
校
対
策
を
優
先
課
題
と

し
つ
つ
も
、
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
や
他
の
事
業
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
優
先

順
位
を
決
め
る
。
体
育
館
の

空
調
整
備
は
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、優
先
度
は
高
い
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
方

向
で
調
査
を
進
め
、
断
熱
性

能
の
確
保
も
検
討
し
た
い
。

教育施設整備の優先順位を決めないのか
過大規模校対策や体育館の空調整備等、方針を決めて実施

中村 恵輔 議員
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宗
像
市
は
特
定
健
診
の

受
診
で
、
運
動
施
設
で
使
え

る
助
成
券
を
交
付
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
同
様

の
取
り
組
み
を
し
な
い
の
か
。

税
制
優
遇
措
置
や
水
道
代

の
補
助
等
も
踏
ま
え
た
企
業

誘
致
を
行
う
こ
と
で
、
民
間

企
業
の
プ
ー
ル
を
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
。

本
市
に
お
い
て
も
、
健

康
増
進
室
の
利
用
助
成
や
条

件
を
満
た
し
た
か
た
へ
の
産

直
商
品
券
の
配
付
な
ど
、
市

独
自
の
応
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
み
、
応
援
事
業
を
浸

透
さ
せ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
に
向
け
て
は
、

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
調
査
研
究
を
行

い
、
本
市
の
条
件
等
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。
プ
ー
ル

の
誘
致
に
つ
い
て
も
、
条
件

等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市
内
す
べ
て
の
認
可
保

育
所
等
が
保
育
士
を
充
分
確

保
で
き
れ
ば
、
定
員
１
８
１

６
人
の
児
童
の
受
け
入
れ
が

可
能
。
し
か
し
、
常
に
保
育

士
が
不
足
し
て
い
る
園
の
影

響
で
、
１
６
２
人
分
の
枠
が

活
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

の
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
と
考
え
る
。
保
育
士
不
足

が
常
態
化
し
て
い
る
園
に
対

し
て
取
る
べ
き
措
置
は
。

保
育
士
不
足
の
一
因
は

離
職
の
多
さ
に
あ
る
。
市
の

技
術
的
支
援
で
現
場
の
負
担

感
を
軽
減
し
、
離
職
防
止
に

つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
各
認

可
保
育
所
等
の
設
立
に
伴

い
、
定
員
受
け
入
れ
前
程
で

市
か
ら
施
設
整
備
費
補
助
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
定
員
ま

で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
要
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
引

き
続
き
指
導
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

プール施設の広域利用と誘致への考えは

法定待機児童と特定園希望等の児童数は

他市のプールの利用推進と誘致条件等の調査研究を行う

法定待機は30人、特定園希望等の待機は135人である

中村 清隆 議員

大山 隆之 議員
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近
年
、
孤
独
死
や
孤
立

死
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
対
策
は
。

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
を
繋

ぐ
、
未
来
共
創
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
の
役
割
は
。

３
月
末
で
終
了
し
た「
ふ

く
つ
こ
こ
ろ
と
生
き
方
の
相

談
」は
復
活
し
な
い
の
か
。

孤
独
や
孤
立
の
防
止
策

と
し
て
、
地
域
支
え
あ
い
制

度
や
、
地
域
や
市
民
活
動
団

体
と
連
携
し
た
見
守
り
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
自
治
会

の
加
入
促
進
、
郷
づ
く
り
活

動
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り

組
み
も
す
す
め
て
い
る
。

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
が
行
う
バ

ス
ク
ー
ル
は
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
を
顕
在
化

し
、
地
域
と
繋
い
で
い
る
。

既
存
の
他
の
相
談
体
制
を

維
持
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
相
談
窓
口
を
こ
れ
か

ら
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

市は、孤独死、孤立死をどう防ぐのか
見守り支援の継続と、人と人がつながる機会を設ける

石田 まなみ 議員

近
年
夏
季
の
気
温
上
昇

が
著
し
く
、
児
童
・
生
徒
の

健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
熱
中
症
対
策
に
は
、

こ
ま
め
な
冷
水
補
給
が
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。
学
校
生
活

に
お
い
て
、
適
切
な
水
分
補

給
の
た
め
に
給
水
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
。
感
染
症

対
策
の
他
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
災
害
時
の
避
難
所
運
営

の
観
点
か
ら
も
、
学
校
施
設

に
ボ
ト
ル
給
水
式
冷
水
機
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

適
切
な
水
分
補
給
は
、

集
中
力
の
維
持
、
熱
中
症
予

防
、
体
調
管
理
に
直
結
す
る

た
め
、
給
水
機
の
設
置
が
そ

の
一
助
と
な
る
と
期
待
で
き

る
。
一
方
で
、
衛
生
面
・
運

用
面
・
費
用
面
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ

る
た
め
、
導
入
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

熱中症対策にボトル式給水機の設置を
有益であり、調査研究をしながら取り組んでいきたい

井手口 忠信 議員

地
域
公
共
交
通
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
住
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体

の
責
務
。
ø÷
月
か
ら
西
鉄
バ

ス
の
勝
浦
～
津
屋
崎
間
が
廃

線
と
な
り
、
朝
夕
の
時
間
帯

の
み
８
人
乗
り
車
両
で
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
始
め

る
。
９
人
目
以
降
の
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
ミ
ニ

バ
ス
と
同
様
、
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
運
休
に
な
る
。

公
共
交
通
空
白
地
タ
ク
シ
ー

助
成
制
度
が
あ
る
の
で
、
勝

浦
地
区
に
限
ら
ず
公
共
交
通

の
充
実
を
図
る
た
め
に
対
象

と
条
件
を
拡
大
し
て
は
。

西
鉄
バ
ス
の
乗
車
デ
ー

タ
や
事
業
者
と
の
協
議
で
、

８
人
乗
り
な
ら
対
応
可
能
と

な
っ
た
。
９
人
目
以
降
の
対

応
は
困
難
。
公
共
交
通
空
白

地
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
拡
大

の
検
討
は
、
地
域
交
通
体
系

協
議
会
等
で
議
論
し
て
い
く
。

乗合タクシーの実態調査を含めた対応は
市で今できる最大限のサービスを提供していく

岩下 豊 議員

౴ห

౴ห

౴ห

地
域
計
画
の
実
現
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

地
域
内
で
土
地
の
担
い
手

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

地
域
外
の
方
を
受
け
入
れ
る

と
あ
る
が
、
土
地
利
用
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

地
域
計
画
は
目
指
す
べ

き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を

明
確
化
し
た
計
画
で
、
そ
の

中
の
目
標
地
図
で
は
ø÷
年
後

に
目
指
す
地
域
の
土
地
利
用

を
示
し
て
い
る
。
土
地
利
用

の
定
ま
っ
て
い
な
い
土
地
を

示
し
、
そ
れ
を
減
ら
す
た
め

に
、毎
年
進
捗
管
理
を
行
い
、

よ
り
多
く
の
農
業
従
事
者
に

参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

宗
像
市
・
古
賀
市
を
は
じ

め
旧
津
屋
崎
町
・
旧
福
間
町

の
地
域
も
地
域
外
で
あ
り
、

そ
の
か
た
か
ら
の
土
地
利
用

が
考
え
ら
れ
る
。

農業経営基盤強化促進法の地域計画とは
目指すべき将来の農地利用の姿を明確化したもの

倉元 敏徳 議員
˛中山ؒ஍Ҭͷ೶஍
ͷޙࠓ͸

文
部
科
学
省
の
い
じ
め

対
策
不
登
校
支
援
等
総
合
推

進
事
業
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常
勤
化

に
向
け
た
調
査
研
究
で
は
、

常
勤
化
は
事
案
へ
の
対
応

等
、
有
効
性
が
高
く
進
め
る

べ
き
と
の
調
査
結
果
が
で
て

い
る
。
常
勤
化
や
増
員
は
、

緊
急
性
が
高
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
増
員
や
常
勤
化
へ

の
認
識
は
。

本
市
の
不
登
校
率
は
全

国
平
均
を
上
回
り
、
い
じ
め

も
増
加
傾
向
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
３

名
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
５
名
配
置
で
、
と
も

に
十
分
に
活
躍
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
対
応
す
る
児
童
生

徒
や
保
護
者
の
増
加
を
考
慮

す
る
と
増
員
お
よ
び
常
勤
化

な
ど
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
に
感
じ
て
い
る
。

スクールカウンセラー等の増員常勤化は
今後、導入に向けての協議を行っていきたい

佐伯 美保 議員 ˛૬ஊͷ༷ࢠ

౴ห

౴ห

市政を

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰
山ຊ　༞ฏ ਓ員ମ੍ͷڧԽͱۀ຿ޮ཰Խʹ͍ͭͯ

中村　恵輔
෱௡ࢢ஍ٿԹஆԽର࣮ࡦ行ܭըʢ۠Ҭࡦࢪฤʣ
Λ࣠جͱͨ͠෱௡ܕθϩΧʔϘϯઓུͷల։
ʹ͍ͭͯ

大山　隆之 ͍ͯͭʹܞεϙοτͷ੔උͱ஍Ҭ࿈ޫ؍

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①生徒会長と何を語った？
②今の議員の人数は？
③肉付け予算はいくら？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。私を探してね。

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

中村　ਗ਼隆
͍ͯͭʹओฦೲࣗূڐ者ͷӡస໔ྸߴ
͍ͯͭʹ಺ମҭؗͷۭௐઃඋࢢ

井手口忠信 ʮ҆ٸٹ৺Χʔυʯͷ׆༻ʹ͍ͭͯ

岩下 　豊
৽ઃখֶݐߍઃ༧ఆ஍पล஍Ҭͷ҆શରࡦʹ
͍ͭͯ
͍ͯͭʹࢭ࿝ॕۚͷഇܟ

倉元　敏徳
͍ͯͭʹ༠கۀا
ֶಐอҭॴʹ͍ͭͯ

ഢ　ඒอࠤ

Ͳ΋৚ྫͷ੍ఆࢠ͚ͨ޲ʹརอোݖͲ΋ͷࢠ
ʹ͍ͭͯ
஍Ҭͱڞʹ͋Δֶͮ͘ߍΓʹ͓͚Δ৽ઃߍͷ
๷ࡂରࡦʹ͍ͭͯ
দྛอશʹ͚ͨ޲ༀࢄࡎ෍౳ʹ͍ͭͯ

他にもこんな質問がありました

「
所
信
表
明
」と
は
、
新
し
く
市
長

に
な
っ
た
人
が
、
市
民
や
議
会
に
向

け
て「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
福
津
市
を
め

ざ
す
の
か
」、「
ど
ん
な
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
の
か
」を
自
分
の
言

葉
で
伝
え
る
大
切
な
機
会
で
す
。
ま

ち
の
未
来
に
対
す
る
思
い
や
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
ど
う
良
く
し

て
い
く
か
と
い
っ
た
考
え
を
わ
か
り

や
す
く
示
す
こ
と
で
、
市
民
と
の
信

頼
づ
く
り
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
こ
の
表
明
を
受
け
て

具
体
的
な
議
論
が
始
ま
り
ま
す
。
所

信
表
明
は
、
市
長
の「
ま
ち
づ
く
り
へ

の
決
意
表
明
」と
言
え
る
も
の
で
す
。

「
所
信
表
明
」
って
な
あ
に
߸ใ;ͭ͘ྩ࿨̓೥݄̓޿˛？

1 0議会だより  ふくつ1 1 議会だより  ふくつ



議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。
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ࡀ

ϖϯωʔϜ

お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合

【歳入】ࠃɾ஍ํެஂڞମ͕
ձܭ೥౓ͰಘΔऩೖͷࣄ
Ͱɺओʹ੫ۚɺ手਺ྉɺิ
ॿۚ౳Λ͠ࢦɺެڞαʔϏ
ε΍行੓ӡӦͷج൫Λ͑ࢧ
ΔॏཁͳݯࡒͰ͢ɻ
【歳出】ࠃɾ஍ํެஂڞମ͕
ࢧ೥౓ͰܭೖΛ΋ͱʹձࡀ
ग़͢ΔֹۚΛ͠ࢦ·͢ɻެ
ɺΠϯϑڙαʔϏεͷఏڞ
ϥͷ੔උɺࣾձอোɺڭҭ
ͳͲଟذʹΘͨΔࢧग़ؚ͕·Ε·͢ɻࡀग़͸ɺॅຽ
ੜ׆Λ͑ࢧΔඅ༻Ͱ͢ɻ

೥౓ʢ݄̐ʙཌ೥݄̏ʣ͕ܭମ͸ձஂڞɾ஍ํެࠃ
੓ͷ݈શੑΛࡒଇͰ͢ɻ๏཯ͰఆΊΒΕ͓ͯΓɺݪ
ҡ࣋͠ɺޮ཰తͳݯࢿ഑෼Λ行͏ͨΊͷجຊతͳ࿮
૊ΈʹͳΓ·͢ɻ

い㧌⑕ᵥ市議会ߚ⍯りߣߞ߽

歳入・歳出って？

体
と
し
て
重
大
問
題
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
根
本
原
因
が
不
明
な
ま
ま
で
あ

り
、
今
後
の
再
発
防
止
策
を
講
じ
る

う
え
で
も
、
監
視
機
関
で
あ
る
議
会

と
し
て
更
な
る
調
査
が
必
要
。
あ
わ

せ
て
、
今
後
の
財
政
見

通
し
等
も
調
査
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
就
業
す

る
。雇
用
契
約
が
結
ば
れ
、県
の
最
低

賃
金
以
上
の
時
給
が
支
払
わ
れ
る
。

◇
就
労
移
行
支
援
：
一
般
企
業
で
働

く
こ
と
を
め
ざ
し
、
２
年
以
内
の
期

限
で
訓
練
を
す
る
。
一
般
企
業
で
の

実
習
、
職
場
探
し
な
ど
を
支
援
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

Ａ
型
事
業
所
が
市
内
に
少
な
い
が
、

市
外
の
Ａ
型
事
業
所
に
通
所
し
て
い

る
利
用
者
が
ü÷
人
お
り
、
需
要
は
あ

る
と
考
え
る
。
市
外
か
ら
の
利
用
も

見
込
ま
れ
る
た
め
、
よ
り
積
極
的
な

事
業
所
誘
致
が
必
要
で
あ
る
。
各
部

署
や
団
体
と
横
断
的
に

連
携
し
、
事
業
を
拡
充

す
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
は
基
金
の
約
７
割
を
超
長
期

の
国
債
等
で
保
有
。
令
和
５
年
・
６

年
度
は
今
後
の
資
金
需
要
を
考
慮

し
、
一
部
債
券
の
売
却
に
よ
り
売
却

損
を
発
生
さ
せ
た
。
平
成
ú÷
年
以
降

の
資
金
運
用
に
関
す
る
法
令
等
と
の

整
合
性
と
今
後
の
財
政
運
営
へ
の
影

響
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

①
基
金
運
用
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
等
②
基
金
運
用
に
係
る
内
部
統
制

③
債
券
運
用
に
係
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

④
資
金
運
用
会
議
⑤
資
金
運
用
方
針

等
⑥
基
金
の
現
状
と
今
後
の
行
財
政

本
市
に
お
け
る
障
が
い
者
の
就
労

支
援
施
設
を
確
認
し
、
就
労
支
援
の

実
情
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

運
営
へ
の
影
響
⑦
基
金
に
関
す
る
制

度
等
⑧
市
民
・
議
会
へ
の
説
明
⑨
そ

の
他
、
大
き
く
９
点
に
わ
た
り
調
査

し
た
。
基
金
運
用
に
関
し
て
市
の
規

則
や
規
程
、
方
針
や
基
準
等
の
遵
守

が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
会
議
や

協
議
内
容
等
の
記
録
が
無
い
た
め
、

不
明
点
が
多
く
残
る
調
査
結
果
と

な
っ
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

基
金
総
額
の
う
ち
債
券
保
有
率
が

約
７
割
、
保
有
の
債
権
価
格
下
落
の

影
響
で
約
ùú
億
円
の
含
み
損（
令
和

６
年
９
月
時
点
）に
つ
い
て
市
は「
今

後
の
現
金
確
保
に
懸
念
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
」と
し
て
お
り
、
住
民

福
祉
の
増
進
が
基
本
の
地
方
公
共
団

調
査
結
果

市
に
は
現
在
ø÷
カ
所
の
就
労
支
援

施
設
が
あ
る
。
内
訳
は
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
ø÷
カ
所
、
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
１
カ
所
、
就
労
移
行
支
援
１
カ

所
、就
労
定
着
支
援
１
カ
所
で
、併
設

で
運
営
し
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
。

◇
支
援
Ｂ
型
：
労
働

時
間
の
制
約
は
な
く

自
分
の
ペ
ー
ス
で
通

い
な
が
ら
能
力
を
向

上
さ
せ
、
社
会
活
動

の
場
と
し
て
利
用
。

◇
支
援
Ａ
型
：
障
が

い
の
あ
る
仲
間
と
共

に
週
ù÷
時
間
以
上
の

勤
務
を
原
則
と
し
、
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基
金
運
用
に
関
す
る
法
令
等
と

の
整
合
性
お
よ
び
今
後
の
財
政

へ
の
影
響
を
調
査

障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
実
情

を
調
査

　　　　　֤ৗ任委員ձ͕ॴ؅͢Δࢢͷࣄ຿ʹ͍ͭͯ 行ͬͨॴࣄ؅຿ௐࠪΛใ͠ࠂ·͢ɻ

૯຿෦ɺܦӦاը෦ɺڭҭ෦ɺձܭ՝ɺࣄ؂ࠪ຿ہ౳
ͷࣄ຿ʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ

͍ͭʹ຿ࣄ෦ɺ͜Ͳ΋Ոఉ෦ͷࢱ෱߁෦ɺ݈׆ຽੜࢢ
ͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ
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委員会調査リポート

ใࠂॻ͸ͪ͜Βใࠂॻ͸ͪ͜Β

委
員
会
か
ら
の
提
言

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管

理
、
長
寿
命
化
等
に
対
応
す
る
専
門

性
の
高
い
職
員
の
確
保
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
予
防
保
全
へ
の

計
画
的
な
予
算
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。

道
路
・
橋
梁
・
下
水
道
等
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が

全
国
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
危
険

性
に
お
い
て
は
、
本
市
も
例
外
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、

本
市
に
お
け
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
長

寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
た
。

調
査
結
果

公
共
下
水
道
事
業
の
人
口
普
及
率

は
令
和
５
年
度
で
ĀĀ
・
７
％
と
な
り
、

概
ね
整
備
が
完
了
。
現
在
は
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ

る
管か

ん
き
ょ渠

更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
は
、
市
道
維

持
事
業
、道
路
ス
ト
ッ

ク
修
繕
更
新
事
業
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
に
よ
り
機
能
保

全
と
安
全
性
向
上
に

努
め
て
い
る
。

市
道
維
持
は
、
日

常
的
点
検
と
緊
急
工

事
等
で
維
持
管
理
を

実
施
。
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
、
道
路
の

長
寿
命
化
や
修
繕
費
縮
減
を
目
的
と

し
た
舗
装
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
実
施
。橋
梁
長
寿
命
化
は
、

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
健
全
度
判

定
に
よ
り
令
和
５
年
度
末
øý
橋
が
工

事
完
了
し
、
進
捗
率
þ÷
％
で
あ
る
。

˛長ण໋Խର͞ࢪ͕ࡦΕͨӽాڮ

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い

て
調
査

ࣄ委員ձۀ੔උ෦ɺ೶ࢢ෦ɺ౎ۀ࢈ࡁܦಇ෦ɺڞຽࢢ
຿ہͷࣄ຿ʹ͍ͭͯௐ͍ࠪͯ͠ڀݚ·͢ɻ

�ҕ�һ�会ڥ��ઃ�؀ݐ

ใࠂॻ͸ͪ͜Β

歳入
収入

歳出
支出
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紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  予算は未来への選択肢

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2025.夏号2025.夏号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　中村 恵輔
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　大山 隆之　　岩下 　豊
　　　　　　井手口 忠信　倉元 敏徳

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

夏

同
市
議
会
建
設
水
道
委

員
会
が
、
本
市
と
ひ
か
り

の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
と
の

連
携
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
ふ
く
つ
観

光
協
会
、
福
津
い
い
ざ
い

等
の
観
光
事
業
の
体
制
等

も
紹
介
し
ま
し
た
。

同
市
議
会
の
議
会
広
報

委
員
会
が
、
本
市
の
議
会

だ
よ
り
の
制
作
に
つ
い
て

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
の
い
い
関
係
を

め
ざ
す
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

経
緯
や
推
進
プ
ロ
セ
ス
、

表
紙
や
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
等
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
参
加

型
の
特
集
記
事
や
市
民
の

声
を
紹
介
す
る
お
た
よ
り

カ
フ
ェ
、
裏
表
紙
の
漫
画

コ
ー
ナ
ー
の
取
り
組
み
等

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
や

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

有
意
義
な
視
察
受
け
入
れ

と
な
り
ま
し
た
。

同
市
議
会
総
務
委
員
会

が
、
本
市
の
未
来
共
創
セ

ン
タ
ー「
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
」

と「
郷
づ
く
り
」の
取
り
組

み
に
つ
い
て
視
察
を
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
な
ど
が
関
わ
り
未
来

創
造
や
課
題
解
決
へ
の
市

民
活
動
を
促
進
す
る
キ
ッ

カ
ケ
ラ
ボ
、
多
様
化
す
る

地
域
課
題
に
自
治
会
を
超

え
た
広
域
な
役
割
を
担
う

郷
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。
質
疑
応

答
や
活
発
な
意
見
交
換
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
赤
穂
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

埼
玉
県
戸
田
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

兵
庫
県
豊
岡
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
、
や
さ
し
い
社

会
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

紙
面
に
つ
い
て
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
が
あ
り
見
や
す
く
、
議
員
さ

ん
の
顔
写
真
も
載
っ
て
い
て
、
顔

と
名
前
が
把
握
し
や
す
い
で
す
。

（
ま
ん
ま
る
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
認
知
症
の
特
集
記
事
を

読
み
、「
ま
だ
自
分
に
は
関
係
な
い

か
な
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
両
親
や
身

近
な
人
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
自

身
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
気

づ
き
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。「
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り

ま
し
た
。
誰
に
と
っ
て
も
や
さ
し

く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
福
津
市
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
ナ
ギ
オ
カ
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
特
集
に
知
人
が
写
っ
て

い
て
、
お
元
気
そ
う
な
お
顔
に
と

て
も
安
心
し
ま
し
た
。

私
は
今
、
自
宅
で
一
人
暮
ら
し

で
す
。
こ
こ
が
終
の
棲
家
で
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
支
え
合
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。昔
の
よ
う
に
歩
け
な
く
な
っ

た
の
で
、
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が
欲

し
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

（
へ
ん
な
ふ
み
台
さ
ん
／
þ÷
歳
代
）

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
印
象
は
、

①
表
紙
が
特
集
に
合
っ
た
写
真
で

分
か
り
や
す
い
。
②
表
紙
や
紙
面

も
全
カ
ラ
ー
で
、
写
真
や
グ
ラ
フ

な
ど
を
多
く
使
っ
て
い
る
の
で
見

や
す
い
。
③
議
員
さ
ん
の
顔
写
真

が
あ
る
の
で
、
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
。
④
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
な

～
」と
議
会
の
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
⑤
裏
表
紙
の
マ
ン
ガ
は

子
ど
も
に
も
理
解
し
や
す
い
言
葉

で
、
大
人
に
も
良
い
勉
強
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
特
集
テ
ー
マ
で
は
、
市

の
公
園
な
ど
を
紹
介
す
る
記
事
が

あ
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

（
ゆ
か
り
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
特
集
の
認
知
症
に
つ
い

て
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
、
当

事
者
へ
の
接
し
方
な
ど
を
考
え
る

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　݄̏ʹ৽ࢢ長͕ब任͠ɺ݄̏ఆྫձ
Ͱʮ֨ࠎ༧ࢉʯΛՄܾ͠·ͨ͠ɻ
Ͱ͸݄̒ఆྫձͰ্ఔ͞Εͨ߸ࠓ　

ʮ೑෇͚༧ࢉʯͷ৹議Λ঺հ͍ͯ͠·
͢ɻ·ͨɺ৽ࢢ長ʹΑΔॴ信ද໌ʹର
ͯ͠૯ׅ࣭͕ٙ行ΘΕ·ͨ͠ɻ
　ಛूͰ͸ɺ̏中ֶߍͷੜెձ長Λ議
৔ʹট͖ɺ༧ࢉʹͪͳΜͩΠϯλϏϡʔ
Λ行͍ɺֶߍ΍·ͪ΁ͷ͍ࢥΛฉ͘͜
ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ͷ৔ΛआΓͯް͘
ਃ্͛͠·͢ɻྱޚ

ʢ中村 晶代ʣ

編集後記

　議ձͷ二ͭͷ໋࢖Λ׬શʹୡ੒Ͱ͖
ΔΑ͏໋ݒʹ౒ྗ͢Δ͜ͱɻ

議員の職責

　ॅຽΛ代ද͢Δެબͷ議員Ͱߏ੒͞
ΕΔ஍ํެஂڞମͷ議ؔػࣄͰ͢ɻ

議会の地位

ᶃ஍ํެஂڞମͷ৚ྫ΍༧ࢉ౳ͷஂମ
ҙࢥΛ࠷ऴతʹܾఆ͢Δ͜ͱɻ

ᶄࣥ行ؔػͷ行ࡒ੓ͷӡӦ΍ࣄ຿ॲཧ
ͳ͍͠ۀࣄͷ࣮͕ࢪɺ͢΂ͯద๏͔
ͭద੾ʹɺެฏͰޮ཰తʹɺͦͯ͠
ຽओతʹͳ͞Ε͍ͯΔ͔Ͳ͏͔Λ൷
൑͢͠ࢹ؂Δ͜ͱɻ

議会の二つの使命

7
30

7
22

5
20

広
報
ふ
く
つ
に

挟
ま
れ
て
届
く
の
で

一
緒
に
読
ん
で
い
ま
す

①学校とまちの未来
②17人
③6億7788万円

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
答
え

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

を
読
ん
で
改
め
て

考
え
た
こ
と

市
の
取
り
組
み
を

知
る
機
会
と
し
て

良
い
広
報

　議ձΛ๣ௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ɻ๣ௌͷ
ଇΛ९क͠ɺ大੠΍ഥ手ن͸ɺ๣ௌࡍ
Λݫʹ৻ΜͰ͍͖ͨͩ·͢Α͏͓͍ئ
͠·͢ɻͳ͓ɺຊձɺ༧ࢉɾܾࢉ৹ࠪ
ಛผ委員ձ͸ɺ中ܧͱ࿥ը഑信΋ͯ͠
͍·͢ɻྩ࿨�೥౓͔Βɺ
։࠵೔ͷཌ೔͔Β�೔Ҏ಺
ʹ࿥ը഑信Λ͍ͯ͠·͢ɻ
˞ୗࣇαʔϏε͋Γʢཁࣄલ༧໿ʣ

議会の傍聴 中継・録画配信

中ܧɾ࿥ը഑信

９月定例会
９月１日㈪開会
９月24日㈬閉会予定

次回の定例会

議ձ)1ࢢ

認
知
症
っ
て

“
誰
か
”
の
話
じ
ゃ

な
い
ん
だ

Β中村ਗ਼隆副議長ɺ͔ࠨ˛
髙山議長ɺ౾ా議員

ø÷
年
、
市
政
の
振
興
に
努
め
ら

れ
た
た
め
、中
村
清
隆
副
議
長
、豆

田
優
子
議
員
に
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

15 議会だより  ふくつ



❻
今回のお題は「総括質疑」

●総括質疑ってなに？
～会派を代表して行う質疑
福津市議会の総括質疑は、会派の代表が
市の方針や政策をただすものです。通常は
３月定例会の新年度予算編成方針、市長選
挙後は６月定例会の市長の所信表明に対し
て行います。
※所信表明の説明は11Pをご覧ください。

総
括
質
疑
と
一
般
質
問

　
６
月
定
例
会
で
は
、
総
括
質
疑
と
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
８
Ｐ
）。
総
括
質
疑
は
年
１
回
、

一
般
質
問
は
年
４
回
行
わ
れ
ま
す
。総
括
質
疑
は
、

会
派
ご
と
に
、
政
策
レ
ベ
ル
で
の
問
題
点
や
方
針

な
ど
を
質
疑
す
る
も
の
で
、
自
己
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
一
般
質
問
は
、

議
員
個
人
の
調
査
・
研
究
・
自
身
の
考
え
の
も
と

に
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
問
う
も
の
で
す
。

市
役
所
３
階
議
場

議
会
傍
聴
受
付
前

オ
レ…

傍
聴

初
め
て
な
ん
だ

傍
聴
は

お
静
か
に

会
派
で

ま
と
め
て

質
疑
を

す
る
の
ね

だ
か
ら

｢

総
括｣

な
の
ね

野
菜
連
合
を
代
表
し
て

市
長
に
お
尋
ね
し
ま
す

フ
ル
ー
ツ
の
会
を

代
表
し
ま
し
て

今
回
は

新
市
長
の

所
信
表
明

へ
の
質
疑
を

す
る
の
か

一
般
質
問
は

総
括
質
疑
と

何
が
違
う
の
？

質
問
を
通
し
て

市
民
の
声
や

議
員
の
考
え
を

届
け
る
の
よ

総
括
質
疑
は

年
に
１
回

一
般
質
問
は

年
に
４
回

議
会
傍
聴…

初
め
て
だ
け
ど

市
政
が
見
え
て

お
も
し
ろ
い
ね

一
般
質
問
は

甘
夏
議
員…

い
い
ね
ぇ…

わ
か
り
や
す
く

頼
も
し
い
な

傍
聴
席
は

お
し
ゃ
べ
り

禁
止
〜
♪

教
育
と

子
育
て
施
策
に

つ
い
て
市
長
に

お
尋
ね
し
ま
す

今
日
は

総
括
質
疑
が

あ
る
ん
だ

総
括…

質
疑
？

何…

そ
れ
？

会
派
の
代
表
が

施
策
や
方
針
を

き
く
の
よ

さあ！
議場に
入ろう！

甘
夏
議
員

南
瓜
議
員

タ
マ
ネ
議
員

イ
チ
ゴ
議
員

カ
ブ
議
員

傍聴受付
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